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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

道路事業に必要な権原の取得は全て完了することができた。

道路台帳は適正な修正を行い、行政資料として整備が行なえた。

改革改善

の考え方

①問題

点

道路台帳補正において、補正量に係わらず調書作成と出力に多額の費用を要している。

②改革

提案

道路台帳管理システムを導入し、調書作成を直営にすることでコスト削減を図ってはどうか。

総事業費①+② 32,496 37,363 46,687

人件費計（千円）② 0 10,728

40,895

正規職員所要時間 3,000

臨時職員所要時間

一般財源 32,496 37,363 35,959

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 32,496 37,363 35,959 40,895

25年度予算額 特定財源内訳、補足

40,895

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　潰地登記業務

　　（１）土地家屋調査士への委託による地積測量図の作成

　　（２）所有権移転等の嘱託登記

２　道路台帳補正業務

　　（１）関係部署(土木課・国県関連事業課・上村、南信濃自治振興セン

ター等)から提出された道路補正依頼書に基づく道路台帳基図の補正

　　（２）1／1000基盤図整備に伴う道路要素の数値化

１

　（１）作成件数

　（２）登記件数

２

　（１）補正件数

　（２）図画枚数

１

　（１）  　　　 362件

　（２）　　　   656件

２

　（１）  　　　  79件

　（２）　　　    64枚

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

 １　道路改良事業等で測量を要するものについては地積測量図を作成し、分筆、地目変更、所有権移転等の嘱託登記する

 ２　道路台帳測定基図は、毎年の道路新設、改良についての修正及びデータ作成、ポリゴンデータの修正、ラスターデータから

     ベクターデータへの変換を行う 。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

２　道路台帳測定基図を適正に補正した割合 100 100 100 100

100 100 100

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

１　適正に嘱託登記を完了した割合 100

28年度見込み

１　嘱託登記の件数 658

意図（どういう状態

にするか）

１　測量の成果に基づき、官民界の確定、分筆、地目変

更、所有権移転等の嘱託登記を行う

２　道路の現状を把握する

２　路線数 5219向上させたい上位施

策の成果指標

市内の移動に不便を感じる市民の割合（道路）　　％

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を）

１　道路の権原（所有権、地上権）取得を必要とする土地

２　道路

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 44 交通機関と道路の充実

基本計画上

の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

課等名 建設管理課 係等名

事業種別 経常 開始 終了

事務事業名

会計 一般会計

潰地登記・道路台帳補正事業

44 事業№ 29 15平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 4 施策№


